
第６次事業推進計画

　　　　　　広島県シルバー人材センター連合会

（令和8年度～令和12年度）
超高齢社会にチャレンジ　ーシルバー人材センターが目指す未来ー

　　　　　　　  公益社団法人

会員数
１０万人超増員



１  計画策定の基本的背景

  我が国の総人口は、近年減少局面を迎えており令和5年で約1億2,400万人となり、

そのうち、65歳以上の人口は、約3,623万人で総人口に占める割合（高齢化率）は

29.1％となった。今後も総人口が減少する中で高齢化率は上昇を続け、令和22年

には35％となり、3人に1人以上が65歳以上の高齢者となると推計されている。

　広島県においても令和７年の高齢化率は、30.1％となっており、令和22年には

35.3％と、全国と同様に高齢化が進む見通しとなっている。

　このように少子高齢化が急速に進展し人口が減少する我が国においては、経済社

会の活力を維持するため、全ての年代の人々がその特性・強みを活かし、経済社会

の担い手として活躍できるよう環境整備を進めることが必要とされており、特に、

人生百年時代を迎える中、働く意欲がある誰もがその能力を十分に発揮できるよう、

高年齢者が活躍できる環境整備等を図っていくことが求められる。

  近年、高年齢者の労働力人口や就業率が増加傾向であることや、65歳以降の者が

持つ就労に対する意向を踏まえれば、今後さらに、個々の高年齢者のニーズや状況

に応じた活躍の場の整備を通じ、働く意欲と能力のあるすべての高年齢者が、年齢

にかかわりなく活躍し続けることができる社会の実現を図ることがますます重要と

なっている。

  このような中、シルバー人材センター（以下「センター」という。）は、地域の

日常生活に密着した就業機会を提供することなどにより高齢者の社会参加を促進し、

高齢者の生きがいの充実、健康の保持増進、ひいては地域社会の活性化、医療費や

介護費用の削減などに貢献してきたところである。

　しかしながら、会員となりうる高年齢者層が増加しているにもかかわらず、企業

における65歳までの継続雇用の定着等により会員の減少に歯止めがかからない状況

であったことから、入会促進事業を最重点事業として取り組んだ結果、平成30年度、

令和元年度と連続して微増したものの、その後は新型コロナウイルス感染症拡大の

影響等を受け、令和2年度から会員数は減少に転じた。

　一方、令和3年4月には改正高年齢者雇用安定法が施行され、企業には70歳まで就

業機会を確保することが努力義務とされた中で、センターが高齢者の生きがいの充

実や社会参加の促進を図り、地域社会に貢献する役割が明記され、就業機会の選択

肢の一つとして期待が大きくなっている。

２　計画策定の目的と計画期間

  計画策定の基本的背景を踏まえ、今後、センターの目指すべき方向性とその役割

を見極め、新たな事業推進の具体的方向を明らかにすることを主たる目的とする。

   本計画は、連合会の事業推進計画として策定するものであるが、シルバー人材

センター事業は連合会と各センターが一体となって推進するものであることから、

各センターにおいて地域の実情に応じた事業計画作成の参考に資するものとする。

  なお、社会経済状況の変化が著しいことに対応して、令和８年度から令和１２年

度までの5年間を計画期間とする。



３　 基本目標の設定

  　連合会と各シルバー人材センターが共通認識を持ち、連携して事業を推進するため現

  状と課題を踏まえ、次の取組みを基本目標とし、計画期間中に達成すべき数値を定める。

　　第６次事業推進計画では、全シ協が掲げた「新たな仲間づくり計画」に沿った会員目標

　とし、契約金額及び就業延人員については、コロナ前の令和元年度実績に戻すこととした。

   （1）　目標数値

（注）派遣事業実績含む。

　（２）　各年度の目標数値

(注)契約金額は令和６年度数値を基に各年ごと前年度62049千円増で、就業延人員は前年度37531増で設定。
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４　事業推進計画体系図　

　会員数　14,752人
　契約金額　64億2851万6千円
　就業延人員　127万462人日
　傷害事故件数　平成27年度から令和6年度の10年
                       間の最低値である70件以下

−シルバー人材センターが目指す未来−

　　　　　　地域社会に貢献するシルバー人材センター

　《目指す方向≫
　①　高年齢者である会員の就業ニーズと、地域が求めるニーズにマッチさせること
　　 によって、高年齢者に社会参加の機会と生きがいを付与する
　②　高年齢者が現役世代をサポー トし、地域社会の支え手として活躍する
　③　高年齢者の就業に関して安全と適正に配慮し、高齢期の健康で安心した生活
　　 と社会参加による生きがいの充実

目標数値

会員拡大

・普及・啓発活動
・女性会員の拡大
・退会の防止（特に80
歳代の働き方改革）

・新規の就業開拓
　（多様化した就業
　ニーズに対応）
・派遣就業延人員の
増加を意識した派遣
事業の拡大

受注・就業機会の
拡大

会員の安全就業の
推進

事業運営と組織体
制の強化

・就業前安全確認・
健康管理など安全意
識の醸成
・　研修会、パトロー
　ルなどの就業対策
　計画に基づく取組
　

・センター運営に関す
る助言・支援
・人材育成等の研修
会開催
・新契約方法への移
行

（
事
業
の
推
進
施
策
）
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字
は
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点
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策

現
状
と
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題

・センターの認知不足等から、会員数は減少している。

・会員数の減少や会員の高齢化等により、就業延人員が減少している。

・会員の高齢化等により、転倒・転落など傷害事故が多く発生している。

・インボイス制度による事業運営への影響がある。
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